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膨脹鯛トマト漬確詰の細菌に就いて

吉村貞彦日高富男久野康彦
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微生物特に細菌に依る耀詰食品の腐敗は広汎なる種類の製品に就き可成り多くの種類が

その原因として指摘されて居り，これに関する報告は洋の内外を問わず殆んど枚挙に逢な

しと云ひ得る。他方斯くの如き腐敗防除に関しても現在その手段方法は確立した段階に到

達したと云ひ得られるが，今尚耀詰食品の腐敗は跡を絶つことなく起きつＬあることはよ

く見聞する処である。我が国に於て一時杜絶状態にあった耀詰工業は戦後両ぴ隆盛となり

来り，海外に輪出せられるものも亦少<怠い様であるが，輸出向きとして製造されたもの

にも完全なるもののみで意いと云はれて居る。

その一例として昭和廿五年春北九州の某工場に於て輸出向きとして製造されたトマトサ

ージン耀詰中に多量の膨脹礎が発生し，その原因につき調杏遼依頼され，細菌の分離実験

を行った処数種の細菌の存在遼証明し得た。文献が示す如く確詰腐敗の原因となる細菌は

その種類;極めて多く一定して居らず，この度吾人が見出したものの記載を行ふととも全く

徒爾では意いと考え，それら細菌の性質の極く大要詮報告せんとするものである。

本服告の発表左行うに当り多大の御配慮並びに援助を賜りたる木学部長山本清内氏に深

甚の謝意を表すると共に実験に援助されし教室員池田常子氏にも謝意左表するものである。

実験材･料

本実験に供した材料は普通トマ1､サージンと稲せらる上鯛肉とTomatopasteとを原

料としたものの膨脹鍵で楕円１号及３号健に詰められたもので（１号鍵には鯛肉425g

Tomatopaste85gな，３号礎には鯛肉2159,Tomatopaste50gを填充)，殺菌は10ポン

ドに於て90分間行ったものである。鯉は何れも等しく膨脹して居たが，内一個は更に巻締

不完全に依り巻締部に亀裂を認め，内容物は少しく漏洩せしを認めた。確内の状態を検査

するため，健の外部を予め充分に洗准乾燥し，後酒精で殺菌し，酒精を以て拭ひ火焔中を

蓮して殺菌した耀切を用いて無菌的に開耀し，殺菌した匙を以って耀の内容物を数個所か

ら採集した。

鍵は何れも開封･と同時に吾を発し無臭の瓦斯遼弧〈噴出した。内容物は何れも何等忌む

べき臭気芯く肉眼的には変化の状態は認め得芯力､つた｡精細に観察したが所謂｢Springer」
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｡とは認め得られなく，叉耀の内面に錆は認め得意かつた。

細菌 の分 離

培養基としては普通肉汁寒天，葡萄糖塞天及次に述べるが如き組.成逓有するものの三種

遼使用した｡即ち実駄に供した材料と同一で健全なるものの内容物１００９に対し水道水900

cc，を加へ30分間100.Ｃにて加熱後漁過，水を加えて１立となし，こ』れにｐｅｐｔｏｎｅｌＯｇ，

ＮａＣ１５ｇ，葡萄糖109,及び寒天（2％）を加へ，ｐＨ６．８～7.0とだしたものである。

分離法としては好気的には普通平面培養法を，嫌素的にはBurri氏法並びにＣｒｕｍ‐

wiede及Pratt氏法に依ったが後者に依る分離は目的を達し得なかった。

斯くして６株の細菌を得，その性質の橡索遼行った処，４株に帰着した。即ち非芽胞性

拝状菌１株，球菌２株，芽胞性楳状菌１株である。

分離 細 菌 の 記 載

1）通性嫌気性瓦斯形成菌（EscherichiaFreundii叉は近縁菌）

頴微鏡的観察

形態：両端円形をなせる短禅菌にしてその大さ約24時間後30.Ｃに於て1.5×２～2.5/L‘，

細胞の配列は多くは孤立するも２個連結するものあり，長き鎖状とならず。運動性逓有し

鞭毛は周生なり。胞子を形成せず。

染色性：普通染色液に能く染ｂ，グラム染色法にては脱色すず

培養上の性質

寒天平面培養（30°Ｃ）：表面に発育するものは初め円形より後梢不整形と港る半透明の

緊落にして，梢褐色を帯びたる荻白色にして白色に近き光沢左有す。弱拡大下に於ては微

かに細粒状を呈するも無織造にして淡黄褐色を呈す。深肩に発育せしものは白色楕円状を

呈す。

寒天斜面培養（30°Ｃ)：発育良好にして菌苔は拡がらず刺疎状(echinulate)，僅かに段

丘状に隆起，表面は平滑，周縁は波状，色は反射光線にては荻白色，通過光線には帯褐淡

黄色，半透明，殆んど均質なり。

寒天穿刺培養（30.C）：穿刺鱗内の発育は一様にしてその形はiiliform-echinulate

なり。

鯵質穿掘培養（2OCC）：発育緩漫にして徐盈一様に発育しその形echinulate基質は１

ケ月を経るも液化せられず。

肉汁培養（30.Ｃ）§発育良好にして一様に烈しく潤濁，液表面に鳩光沢ある半透明，帯

荻白色な呈する皮膜を有す。沈澱物は粘調にして帯掲淡黄色を呈す。
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葡萄糖寒天培養（30.C）：振陽培養に於ては24時間後既に瓦斯詮発生して塞天は破砕亀

裂を生じ白色略球形を呈せる緊落の形成を認む。穿加培産を行いし場合瓦斯の藤生は前者

程多量ならず。、

牛乳培奏（30.C）：２～3日後凝固せられ稲白濁せる乳清を分離す。瓦斯を形成す，反応

はi峻性となる。

馬鈴薯培養（30.C）：発育良好にして，２～３日後劃細部に刺抑伏の荻白色燥光沢ある僅

かに隆起せる菌苔を形成す。

遠藤氏寒天培養（30°Ｃ）：２４‐36時間後基質は機紅色となる。

化学的性質

ａ）色素の形成：色素を形成せず

ｂ）瓦斯及酸の形成：葡萄糖，鳶糖及乳糖より瓦斯及酸を形成する。

ｃ）硫化水素及びインドールの形成：硫化水素と形成するもインドールを産生せず。

ｄ）アンモニヤの形成：ペプトン水中に於て（30°Ｃ)アンモニヤの形成を認むる。

ｅ）硝酸塩を還元：硝酸塩を還元せず｡．

ｆ,〕Voges-Proskauer反応：一

ｇ）Methyl-red試験：＋

ｈ）拘橘;酸塩を炭素源として利用す｡‐

有離酸素に対する関係：通性嫌気性。

２）芽胞性棒状菌

頴微鏡的観察

形態：多く孤立するも２個或は数個迩結して短き鎖状となりて現はる１，棒状体にて両端

円し，その大さけ培養時間に依りて異なるも約24時間培養せしものは１．３×２．７３．０仏

胞子は寒天培養上にて(30.C)３～4日後に形成せられその形は楕円形１×1.3/“なり，そ

の形成部位は菌体の端に近きもの多く，菌体は其の部分膨大してClostridium型となる。

運動性を有し，鞭毛は周生なり。

‘染色性：普通使用せらるムアニリン色素にて容易に染ｂ，グラム染色法にて陽性なり６

鋸髪上の性質・

肉汁寒天平面培養（30.°Ｃ）：発育中庸，円形にして僅かに隆起し表面平滑擬光沢あり，・

周縁至縁なる緊落を生ず，緊落は初め殆んど無色にて透明なるも芽胞の形成と共に荻白色

を.呈し，不透明となる。

寒天斜面培養（30.Ｃ泥発育綾かにして燕膜状匡幾分拡り周縁稲;組なる波状を呈し紬か
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き粒欣をなす表面を有し潔光沢あり不透明にして荻白色.なる菌苔逓生す。

寒天穿虹培養〈30°Ｃ).:穿刺瀦内に於ける発育は一様にして刺練状を呈す,発育緩慢放り。

Ｉ隆質穿爪培養(20.Ｃ）：発育極めて不良にして１ケ月を経るも基質の液化を見ず。

肉汁嬬髪〔30.Ｃ）：初め一様に澗濁するも皮膜の形成するに及び潮時透明となる。皮膜は

鞘厚<均質不透明次白色なり。次白色にして粘澗芯る沈澱物を生ず。

、葡萄階寒天培養(30°Ｃ）：振溌培養に於ては一様に次白色を呈する球状の小楽落を生じ，

穿刺嬬養に於ては穿刺溝内に一様に刺疎欣及至点綴状の菌苔を生ず。何れの場合にも瓦斯

の発生なし。

馬鈴薯培養（30.C）：微に発育を認め，次白色半透明の拡布Mk菌苔を生ず。

牛乳培養（30°Ｃ）：一ケ月左経るも肉眼的変化を認めず。反応は殆んど変化せず｡‐

化学的性質

ａ）色素の形成：色素を形成せず。．

ｂ）瓦斯及酸の形成：葡萄W#より酸遊形成するも熊糖又は乳糖より雌を生ぜず。前記何

れの糖よりも瓦斯の形成行はす。

ｃ）硫化水素及イン1ミールの形成：硫化水素を形成せず，叉インドールをも産出せず。

．ｄ）硲l峻塩の還元：碓1峻壌を亜砺酸に迄遼応す。

ｅ）アンモニヤの形成：ペプトン水中にアンモニヤを形成せず。

有離峻素に対する関係：本菌は初め好気的には極めて発育不良なりしも累代培養を行う

に次いで通性嫌気性となれり。

３)．球菌Ａ

・頴微鏡的観察

形態：単一或は２個時に不規則に集合して現はるム球｝伏菌にして稀に卵形遼港すものあ

り，その大さ1.0～1.3ｊ〔ﾙなり，運動性を欠く。

染色性：普通染色液に能〈染りグラム染色法に脱色す。

培養上の性質

寒天平面培養(30.Ｃ）：.発育遜し,′止針頭朕にして，僅かに隆起し，無色に近き友白色

殆んど透明，硝子状光沢あり，平面平滑，周縁は至縁，内部は無隣造なり，弱拡大下(100

倍）にありては淡黄褐色を呈し，細粒状をなす。

寒天斜古培養(30°Ｃノ：発育遜〈，貧弱なる点綴状，隆起せず表面平滑標光沢あり淡友

白色の菌苔を生ずｂ

寒天穿刺培養（30.Ｃノニ発一青不良.穿刺溝に沿って一様に点綴状無色に近き発育を生ず。
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鯵質穿刺嬬養（20°Ｃ）：発育不良,１ケ月を経るも．基質左液化せず。

肉汁培養（3OCCノ：接種後約48時間を経て漸く微かに潤濁を認め初め一様なるも次第に

透明となる。粘調性にして荻白色を呈する沈澱物を少量生ず。

葡萄階寒天培養（30°Ｃ）：発育不良，劃線部に微かに次白色にて点綴状，殆んど隆起せ

す鳩光沢を有する次白色の菌苔を生ず。

牛乳培養（30°Ｃ）：１ケ月を経るも肉眼的に変化を認めず，基質は僅かに酸性となる。

化学的性質．

ａ）色素の形成：色素を形成せず。

ｂ〕瓦斯及酸の形成：葡萄階，熊糖及乳糠より僅かに酸を形成するも瓦斯を形成せず。

ｃ）硫化水素及インドールの形成：硫化水素を形成せず，叉インドールをも造らず。

ｄ）鵬1駿塩の還元：鵬1峻塩遼元性なし。

ｅ）アンモニヤの形成：ペプトン水中にてアンモニヤを形成せず｡］

有離酸素に対する関係：通性好気性

４）球菌Ｂ

悪微鏡的観察

形態：球形をなし多く単一にi現われ稀に２個連結することあり，一般に不規則なる配列

左なす。その大さ１．１脚運動性を欠く。

染色性：普通Ｉ使用せらるムアニリン色素に能く染り，グラム染色陽性底り。‘

培養上の性質

寒天平面培養（30°Ｃ）：発育は最初綾'慢なり，初め殆んど無色に近きも次第に淡黄色と

なり硫黄色となる。豪落は点欣より円状と蔵り，隆起して中高，表面は平滑均質，周縁は

全,縁にして,半透明光沢を有す。弱拡大下にありては梢粗なる粒状をなし晴黄褐色を呈す。

寒天斜面培養（30.C北発育涯く３－４日に到り初めて菌苔を形成し始む。菌苔は刺練状

をなして拡らず，表面平滑，内部は殆んど無碓造，周縁は粗大芯波状左呈し，稲子状光沢

を有し帯褐黄色殆んど無透明なり。

寒天穿刺培養〔30.Ｃ）：初め発育不良なるも次第に旺盛となり穿刺鱗内には淡黄色点綴

状を1なす菌苔を一様に生ず。

鯵質穿刺培養（20.C〕：初め念球状の沈下を末し約１週間後液化す，液化部は半透明な

り 。’も

肉汁培養（30°Ｃ）：僅かに掴濁し淡黄色幾分粘調獲る沈澱物を梢多量に生ず。

葡萄糖寒天培養（30｡C泥発育貧弱なり，瓦斯逓形成せず。
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馬鈴薯嬬養（30°Ｃ）：発育貧弱なるも，刺刺9伏黄色不透明の潔光ある馬卒なる菌苔遼生

ず。

牛乳培養（30.C）：１ケ月を経るも外観上の変化達認めず，反応変化せず。

化学的性質

ａ）色素の形成：黄色の色素を生ず。

ｂ〕瓦斯及酸の形成：葡萄脳より酸を形成するも熊糖及乳糖より酸を生ぜず。これら三

種の糖類の何れよりも瓦斯を生ぜず。

ｃ）碓酸塩の還元：硲酸塩の還元力を欠く。

ｄ）アンモニヤの形成：ペプトン水中にてアンモニヤを形成せず。

有離酸素に対する関係：通性好気性。

＊

これら４株の細菌の類縁関係は都合に依り決定し得意かつたのは遺憾である。前述の記

載上の性質より吾人が分離し得た細菌中の非芽胞性の拝菌が供試確詰中の膨脹を引き起す

ものと想像した。依って該菌を肉汁寒天斜面上に30.Ｃに於て24時間培養を行いたるもの

を生理的食塩中に懸溺し，正常なる．トマトサージシの健詰せしものに無菌的に接種し，後

直ちに密封したものを３OCCに保ちたる処５日後には健は等しく膨脹し細菌の分離に供し

た試料と同一の様相と示した。かく接種実験を試みた耀より再び同一菌を多数証明するこ

と注得て，本実駒に於て検査された確詰の膨脹は非芽胞性にて糖類を瓦斯形成の下に分解

する能力を有する細菌により引き起さる虫ことを証明し得た。

他方他の三種の細菌についても同様にして膨脹の原因となり得るか否かを１ヶ月間に亘

り検査したが何れも膨脹を認め得だかつた。４株の細菌を組合することによる接種試験は

行わなかった。

次に分離細菌の熱に対する抵抗性の決定を試みた，実翰に使用した供試菌中非芽胞性拝

状菌は24時間，他は48時間夫友肉汁に30°Ｃに於て培養したもので，予め所定の温度に予

熱したｐＨ６ｏ８の肉汁９cc．宛を分注した試験管に可及的一定量宛を手早く接匝して加熱

を続け，所要時間後速かに冷却，後30ｏＣに保ち発育の有無を検した。実施温度は芽胞性

即
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菌は100.Ｃのみを他は５０．，５５．，６０．，６５.及70°Ｃで斯くして行った実験で知り得た各温

度に於ける死滅に要する時間は大体前表に示す如くである。

以上の結果から考える時，実際上確詰中に於ける場合と可成，牒件還異にするとはいえ

実験した細菌は何れも左程熱に対して抵抗性が犬なりとは謂ひ得意い様に思はれる。尤も

球菌中には実験室的には耐熱性乏しきにかムわらず可成高温度且つ長時間殺菌を施した催

内に尚ほ生存する理由は明確に説明されて居ない。然し乍ら非芽胞性拝状菌は普通密封完

至で充分に殺菌された確詰中には生存しないとされて居り，吾人が分離したものも上記の

結果より寧ろ礁の密封不完全に依り，殺菌後礎内に侵入したものと考えるのが受当と思は
れる。、

概括

輸出向きとして製造されたトマトサージン耀詰の膨脹したものから非芽胞性並に芽胞性

棒状菌の各Ｒ１株宛及球菌２株詮分離し得たが，膨脹は此等の中の非芽胞性棒状菌により

引き起さるＬことを確め，且つ該菌は耐熱性に乏しきことから斯る変敗は密封･不完全によ

り起りしものと老へられた。

Ｒ６ｓｕｍも

Fromtheswelledcannedtomato-sardinesfourkindsofbacteriawereisolated・

Amongthesebacteria，thenon-sporulatingoneWasaScertainedtobethe

causativeorganismｏｆｔｈｅｓｗｅｌｌ；furthermore,thedefectseemedtobebrought
aboIItbytheincompleteseamingofcans。
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